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健康経営事業について
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「健康経営」とは、従業員の健康を重要な経営資源と捉え、健康増
進に積極的に取組む企業の経営スタイルのことを指します。

取組みを進めることで、健康の維持・促進だけでなく、日本健康会
議、新潟県、新潟市による認定で、企業イメージUPや様々なメリット
も受けられます。

協会けんぽ新潟支部では、健康経営に取組む企業をサ
ポートする「にいがた健康経営宣言」事業を推進しています。
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機密性2

主催：日本健康会議／事務局：経済産業省 主催：新潟県 主催：新潟市
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健康経営の取り組みを行うにいがた健康経営宣言

全国健康保険協会新潟支部の加入事業所
健康保険組合、共済組合、国保組合等の

加入事業所

■健康経営宣言書の進呈
■事業所カルテ・サポートキット進呈
（健康づくりメニュー、個人取り組みカードなど）

にいがた健康経営宣言にエン
トリーしていれば、ブロンズ
クラスに認定（要応募）

シルバー
クラス以上
提出書類の
省略可

※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

事業所の加入する保険者
と連携して健康づくりに
取り組むことが必要

※健康経営優良法人認定制度に申請する場合、加
入保険者と連携し取り組みを行うことが必要で
す。詳しくは、加入保険者へお問い合わせくださ
い。

メリット メリット メリット

 健康経営優良法人として、経済産
業省のホームページに公表される

 認定ロゴマークを、企業HPや報告
書、名刺等に使用しアピールでき
る

 求職者や関係企業、金融機関など
から社会的な評価を受けられる

 優良法人認定を受けた企業を経営
的な面で優遇するサービス（融資
の優遇制度、公共工事入札の際の
加点等）が受けられる

 県知事名で登録証が交付される

 建設工事入札参加資格審査の加点
対象となる

 建設工事総合評価落札方式の加点
対象となる

 一定の要件のもと、健康づくり補
助金の交付を受けられる

 優良な取り組みを行う企業は、県
知事表彰を受けられる

 県ホームページ等の広報媒体等
で、企業の名称及び取り組みが紹
介される

 普及啓発の記念品が贈呈される

 優良な取り組みを行う企業は優秀賞
として表彰される

 認定ロゴマークをホームページや名
刺等でアピールできる

 建設工事入札参加資格審査格付け時
に加点し優遇される

 市から健康づくりに関する情報提供
を受けられる

 健康づくりに関する健康講座の講師
派遣を受けられる

 体組成計等の健康関連機器の貸出を
受けられる

健康経営優良法人認定制度 にいがた健康経営推進企業 健康経営認定制度

事業所の加入する保険
者の「健康宣言事業」
に参加することが必要 取組みを申請して登録

中小規模法人部門大規模法人部門

にエントリー!

健康経営を推進する事業所を具体的な取り組みでサポートします。

■協会けんぽ新潟支部ホームページで公表
■健康経営優良法人認定制度の申請サポート
■出前講座

健
康
経
営
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト

2020/02
健康経営に関連する制度の関連図
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機密性2

宣言① 健康診断実施率100％

宣言② 特定保健指導実施率35％以上

宣言③ 職場の受動喫煙対策勧奨

宣言④ 健康づくりの実践

4

（１）自社の健康づくりをチェック

「身体活動・運動」「食生活・栄養」

「こころの健康づくり・休養」 「たばこ」

「アルコール」「歯・口腔内の健康づくり」

（２）自社で取り組む健康づくりについて検討

・すでに全員が実施していること（取組内容の再確認、再徹底）

・さらなる取組みを進めていきたいこと（従業員の行動変容促進）

・新たに始めたいこと（従業員への方針周知）

（３）「にいがた健康経営宣言」エントリーシートを協会けんぽへ提出

健康づくり宣言登録手順
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宣言事業所（市町村別）

新潟市 長岡市 上越市 三条市 燕市 新発田市 柏崎市 南魚沼市 十日町市 佐渡市

村上市 糸魚川市 五泉市 魚沼市 阿賀野市 見附市 小千谷市 妙高市 加茂市 胎内市

湯沢町 聖篭町 津南町 阿賀町 田上町 弥彦村 刈羽村 関川村 出雲崎町 粟島浦村

【第3期データヘルス計画目標】

にいがた健康経営宣言事業所数 4,000社（令和11年度末）

令和6年1月現在 1,622社
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にいがた健康経営宣言事業所登録状況
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宣言事業所（規模別）

2人以下 ３・４人 ５～９人

10～29人 30～49人 50～99人

100～999人 1000人以上
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宣言事業所（業態別）

建設業 製造業 卸売業・小売業

サービス業 医療・福祉 運輸業・郵便業

学術研究・専門技術サービス業 不動産業・物品賃貸業 宿泊業・飲食サービス業

情報通信業 農林水産業 金融業・保険業

電気・ガス・熱供給・水道業 教育・学習支援業 娯楽業

複合サービス業 鉱業・採石業・砂利採取業 仕業
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「にいがた健康経営宣言」の課題

◎エントリー数の拡大

• 事業主・経営層に健康経営の重要性をもっと理解してもら
い、エントリーしていただくにはどうしたらよいか。

◎魅力的なサポート

• エントリー事業所の取組をサポートとして、何が求められて
いるか。
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～健康経営の理解・関心を高める事業～

◎取組事例紹介による周知（他の会社の取組みを知ってもらう）

・事例集・・・健康保険委員への送付や事業所訪問で活用
・YouTube動画・・・各種広報での宣伝・セミナーでの上映
・ラジオ番組・・・アーカイブとしてYouTubeでも掲載

以上について令和５年度まで行ってきたが、より回数を増やして情報を届ける。ま
た、令和６年度では以下による周知を行う。

◎けんぽ通信Premium（健康保険委員向け広報誌）への記事掲載

◎「にいがたケンジュプロジェクト」における広報

◎新潟日報社「目指せ！！健康寿命日本一」事業における広報

エントリー数の拡大に向けて



新潟県の関連事業「にいがたケンジュプロジェクト」における広報 8,580千円

事業計画
健康経営や健康づくりの情報発信のため、テレビ、ラジオ、新聞、WEBのマスメディアを活用した広報を
実施する。

目的

事業主に健康経営を知ってもらうことで、にいがた健康経営宣言エントリー事業所数を伸ばす。また、加
入者に健康経営を知ってもらい、自身の働く場所の健康づくりの環境を考えるきっかけにしてもらうこと
で、より健康経営を実践する事業所が増加することが期待できる。
新潟県が行う健康立県事業の「食生活」「運動」「デンタルケア」「たばこ」「早期発見・早期受診」の
5つの健康づくりテーマに沿って広報することで、健康づくりサイクルの定着、健診、保健指導、重症化
予防を事業所内で推進する。

背景
にいがた健康経営宣言エントリー事業所数は1600事業所、新潟県内の健康経営の認知度は15％であり、
新潟県内に「健康経営」を広く周知する必要がある。

対象 新潟県内の加入者・事業主

実施時期 令和6年4月～令和7年3月

実施概要

テレビ、ラジオ啓発スポットCM
テレビCM（健康の話題に関するコーナーにクレジット表示）
ラジオレギュラー番組「にいがたケンジュプロジェクト ケンジュがダイジ」
にいがたケンジュプロジェクトホームページ

「にいがたケンジュプロジェクト」とは
新潟県の皆様の健康増進に努めようと、BSNが2019年4月から
スタートした健康寿命延伸キャンペーンです。

（にいがたケンジュプロジェクトHPより）

新潟県 健康立県事業 5つのテーマ
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エントリー数の拡大に向けて



新潟日報社を活用した広報 363千円

事業計画
健康経営や健康づくりの情報発信のため、テレビ、ラジオ、新聞、WEBのマスメディアを活用した広報を
実施する。

目的

加入者・事業主へ健康経営を知ってもらい、にいがた健康経営宣言エントリー事業所数を伸ばす。新聞購
読層は50歳以上の年齢層が多いため、事業主・経営者層や、より健康に気を付けて欲しい層にアピールす
る。
新潟県が行う健康立県事業の「食生活」「運動」「デンタルケア」「たばこ」「早期発見・早期受診」の
5つの健康づくりテーマに沿って広報することで、健康づくりサイクルの定着、健診、保健指導、重症化
予防を事業所内で推進する。

背景
にいがた健康経営宣言エントリー事業所数は1600事業所、新潟県内の健康経営の認知度は15％であり、
新潟県内に「健康経営」を広く周知する必要がある。

対象 新潟県内の加入者・事業主

実施時期 令和6年6月～令和7年3月

実施概要
新潟日報社「目指せ！！健康寿命日本一」事業において、その広報力を活用する。
（内容）新聞広告、プロジェクト紙面への協会けんぽロゴ掲載、特設サイトへの掲載、イベントでのチラ
シ配布

▼参考：令和5年度の概要
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エントリー数の拡大に向けて
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～エントリー勧奨～

◎事業所へ文書勧奨を行い順次電話勧奨や訪問勧奨（実施中）
・新潟県「にいがた健康経営推進企業」 370社
・新潟市「健康経営認定制度」 64社
・特定保健指導50％以上事業所 133社

◎保険会社９社と連携した勧奨（通年）

◎生活習慣病予防健診案内にチラシ同封（３月末）

◎社会保険事務講習会での勧奨（６月）

その他、社会保険委員研修会や経済団体主催のセミナーの場を活用して勧奨
を行う。

エントリー数の拡大に向けて



◎事業所カルテ ・・・ 事業所の健康度を見える化（毎年提供）

◎サポートキット

・健康経営宣言書

事業所入口、会議室、応接室への掲示や、HPに掲載するなど、従業員及び社外の

関係者に、健康宣言を発信する

・健康づくりメニュー

約100種類の健康づくりメニューの中から、健診結果等により課題を見つけて取り組む

・個人カード

取組内容を記入し、見えるところに貼ったり持ち歩いたり、普段から意識して実践する

・チェックリスト

健康経営優良法人認定の評価項目などについて、取り組んでいるか定期的にチェックする

◎健康経営優良法人申請サポート ・・・ 案内送付・相談対応

◎健康づくり講座、健康づくりポスター、事業所対抗ウォークラリー 12

魅力的なサポート



医療費等の経年変化
を「見える化」

生活習慣病の
リスク保有率を
「見える化」

■事業所単位での健診結果からのリスク保有状況や生活習慣状況の可視化
■協会けんぽ新潟支部加入者や同業態全国平均との比較により自社の健康課題の明確化
■従業員の健康づくりの取り組む際の参考

事業所カルテ（事業所健康度診断シート）

魅力的なサポート
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健康経営宣言事業所向け健康づくり講座の実施 5,709千円

事業計画
加入者の健康意識の向上を目的として、新潟県が進める「健康立県にいがた」の５つのテーマである、「食生活」
「運動」「デンタルヘルス」「喫煙」「早期発見・早期治療」に沿った健康づくり講座を事業所単位で実施する。

目的 にいがた健康経営宣言事業所の健康づくりサポートを行い、事業所、加入者のヘルスリテラシーの向上を図る。

背景
健康経営の取り組みにおいては、保険者と事業所が連携し加入者の健康づくりを実施するコラボヘルスの推進が必要
である。

対象 にいがた健康経営宣言エントリー事業所

実施時期 令和6年4月～令和7年3月

実施概要

新潟県の健康立県にいがた事業の５つのテーマ「食生活」「運動」「デンタルヘルス」「たばこ」「早期発見・早期
治療」に沿って、にいがた健康経営宣言事業所の健康づくり取り組みのサポートとして、「食生活」「たばこ」「早
期発見・早期治療」については、支部保健師・管理栄養士により健康づくり講座を実施し、「運動」「デンタルヘル
ス」については外部委託を活用し健康づくり講座を実施する。あわせて、「メンタルヘルス」についても外部委託に
より実施する。

新潟県 健康立県にいがた事業 5つのテーマ

健康づくり講座
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魅力的なサポート



健康経営サポート用「健康づくりポスター」の作成 830千円

事業計画 生活習慣の見直し、ヘルスリテラシーの向上に資する、健康課題に応じたポスターを配付する。

目的
にいがた健康経営宣言にエントリーしている事業所に対し、社内に掲示可能な、生活習慣の見直し、健康
リテラシーの向上に資する、健康課題に応じたポスターを配布し、健康経営の取り組みをサポートする。

背景
にいがた健康経営宣言の勧奨ツールとして、気軽に始められる取組としてポスターの掲示を進めていきた
い。

対象 にいがた健康経営宣言エントリー事業所

実施時期 令和6年4月～令和7年3月

実施概要

新潟県の健康立県にいがた事業の５つのテーマ「食生活」「運動」「デンタルヘルス」「たばこ」「早期
発見・早期治療」に沿って、にいがた健康経営宣言事業所の健康づくり取り組みのサポートとして、健康
経営の取り組みをサポートするため健康づくり周知ポスターを作製。新潟支部ホームページへの掲載、事
業所からの申し込みに応じて配付を行う。
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魅力的なサポート



スマホアプリを活用した健康経営宣言事業所対抗ウォークラリーの実施 1,329千円

事業計画
スマートフォンアプリを利用して、運動習慣の定着と運動による血圧低下を目的とした事業所対抗ウォークキングラ
リーを実施する。

目的
にいがた健康経営宣言事業所の健康づくりの取り組みの「運動」に着目し、加入者の運動習慣定着のきっかけづくり、
運動による血圧低下を目的とする。

背景

新潟県の公開する「新潟県の運動に関する現状・課題と取組について」によると、新潟県民の1日平均歩数は全国平
均より少なく、新潟県の働く世代の運動習慣者は約2割と全国的にも低い状況。しかし、その中で、「意識してい
る」「身体を動かそうとしている」人は約７割も存在している。そこで、 運動を習慣化するためのきっかけづくり
が必要である。

対象 にいがた健康経営宣言エントリー事業所

実施時期 令和6年９月～10月

実施概要 新潟県がウォーキングイベントで使用している「グッピーヘルスケア」を利用して実施する。
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魅力的なサポート


